
【お知らせ】★５／１４に予定され
ていた「交通安全講話」は、講師との
連絡不十分によりキャンセルとなりま
した（後日行うかどうかは、これから
調整します）。

◎マスク姿の増加や、体調不良
・風邪症状による欠席が気になります。
健康管理に留意しましょう。
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記事の一部を紹介します。
【ジョン・ミッチェル特約通信員】英ウェールズ最大

の若者組織「Ｕｒｄｄ」は１５日、毎年恒例の平和と

友好のメッセージを発表した。今回のテーマは同国で

深刻な子どもの貧困の克服。沖縄にも共通する課題で、

（公衆電話近くのミニホワイトボードにも記して ウェールズ語原文のメッセージが今年もうちなーぐち

ありましたが）５／１５は「何の日」でしたか？沖 に翻訳され、他言語訳とともに世界へ発信された。

縄に関わることで言うと、「沖縄本土復帰記念日」 「権利」翻訳に苦心：比嘉さん

でした。当日の新聞（沖縄タイムス）に、みだしの 【ジョン・ミッチェル特約通信員】うちなーぐち訳さ

記事が掲載されておりましたので紹介します。 れたタイトルは「困窮（くんちゅー）」。比嘉光龍（ひ

がばいろん）さんは、翻訳に当たり、悲しみのない社

会に生きる「ｒｉｇｈｔ（権利）」という英単語に苦

心したという。

英語圏で「個人が当然持っているもの」と捉えられ

る権利の意識が日本では薄く、うちなーぐちにも権利

とした。「だからこそその権利を当然尊重しよう、と

いう文脈でつながる」と説明する。

ウェールズでは２０１１年、ウェールズ語が英語と

並ぶ公用語とされた。だが沖縄では琉球諸語復興の取

り組みはあるものの、言語消滅の危機に追いついてい

ない。

比嘉さんは権利意識の差の要因を一つに挙げ、「ウ

ェールズの成功と沖縄の現状を比べると苦しくつら

い」と嘆く。一方で「われわれは日本人ではなく琉球

人だと主張できる権利があることに、詩の翻訳を通じ

て気付くことができた。感謝している」と語った。

「ウェールズ」 イングランド、スコットランド、北アイルランド

とともに英国を構成する４国の１つ。独自の議会と法律が

あり、外交と防衛を除く自治権を持つ。人口約３００万人。

首都カーディフ。

◎「宮古方言」では？祖父母に質問してみましょう。

【学校教育目標】
［知］自ら学ぶ意欲を持つ生徒
［徳］豊かな心を持つ生徒
［体］健康でねばり強い生徒
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今年もうちなーぐち翻訳


